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寒
気
に
耐
え 

　
梅
の
蕾
ほ
こ
ろ
ぶ 

　
”二
月
は
や
は
だ
か
の
木
々
に
日

を
そ
そ
ぐ
”
素
逝
の
句
の
よ
う
に

日
ざ
し
は
春
遠
か
ら
ず
。
奥
八
女

の
正
月
は
近
年
に
な
い
雪
を
見
た
が
、

梅
の
蕾
も
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
る
日
々
。

▼
み
ち
の
く
宮
城
、
岩
手
あ
た
り

に
旅
を
し
た
の
は
昨
秋
の
話
だ
が
、

こ
の
地
は
真
に

”言
葉
の
幸
”
豊

か
と
知
ら
さ
れ
た
が
、
江
戸
期
、

穀
田
屋
十
三
郎
な
る
宿
場
の
主
「
一

粒
の
花
の
種
は
、
地
中
に
朽
ず
、

終
に
千
林
の
梢
に
登
る
と
謂
ふ
事
」

と
申
し
、
地
域
を
立
ち
あ
げ
る
事

業
に
尽
力
の
記
録
が
『
仙
台
叢
書
』

に
あ
る
と
の
こ
と
▼
矢
部
村
発
信 

”世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
”

こ
の
春
に
は
20
周
年
記
念
の
回
。

こ
の
た
び
の
応
募
で
、
注
目
し
た

の
は
宮
城
大
河
原
小
四
年
生
の
作
文
。

こ
の
町
の
「
一
目
千
本
桜
」
と
呼

ぶ
名
所
紹
介
だ
が
、
大
正
末
期
、

東
京
に
出
て
成
功
者
高
山
開
治
郎

と
い
う
人
物
が
故
郷
を
名
所
に
と
、

千
二
百
本
有
余
の
桜
苗
木
を
植
樹

し
た
と
い
う
話
。
今
で
は
春
の
桜

祭
に
は
観
光
客
殺
到
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
か
め
て
み
た
が
、
こ

の
よ
う
な
郷
土
の
誇
り
を
綴
り
あ

げ
る
子
ど
も
の
存
在
も
ま
た
頼
も

し
い
。
▼
ま
さ
に
「
一
粒
の
花
の
種
」

が
「
千
林
の
梢
に
登
る
」
言
葉
の

教
育
例
。

”世
界
子
ど
も
愛
樹
祭

コ
ン
ク
ー
ル
”
に
拠
っ
て
育
て
あ

げ
ら
れ
た
「
言
葉
の
幸
」
そ
し
て
、

こ
の
森
が
現
実
に
、
地
域
の
森
や
樹
々

が
愛
護
さ
れ
、
清
ら
か
な
生
命
の

水
を
生
む
よ
う
に
と
希
望
の
春
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

く
ち 

つ
い 

い 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

 なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 

なんでも人権相談所 
　　　　　　　  （矢部公民館） 

なんでも人権相談所 
　　　　　　　　  （星野支所） 

夢たちばな観梅会　2月19日～27日（立花町谷川梅林） 

 なんでも人権相談所 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
　  （八女市地域福祉センター） 
 

 不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

 

べんがらの日（べんがら村） 
 

なんでも人権相談所 
　　　　  （立花市民センター） 
　　　　　　　  （筑サンコア） 
 

お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 
 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

市民芸能のつどい② 
　　　　　  （サザンクス筑後） 

 

 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　２月２日・16日 
黒 木 町 ふ じ の 里　２月２日・16日 
上陽町地域福祉センター　２月９日・23日 
立 花 町 か が や き　２月９日・23日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　２月４日 
黒 木 町 ふ じ の 里　２月18日 
上陽町地域福祉センター　２月25日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　２月４日 
八女市社会福祉会館　２月18日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

 
くろぎふるさと日曜市 
　毎週日曜日 
上陽ふるさと市 
　毎週土曜日 

べんがらの日（べんがら村） 
定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

なんでも人権相談所 
　　  （黒木地域交流センター） 
 

 立花町観梅会ウオーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 
　  （吉田ウオーキングクラブ） 

市民芸能のつどい① 
　　　　　  （サザンクス筑後） 

県子ども会南筑後 
協議会カルタ大会 
　　　　　　　　  （サンコア） 

  

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　  （八女福祉会館） 

夢たちばな観梅会 
　　　　　　　　　～27日（日） 
　　　　　  （立花町谷川梅林） 

第5回立花町農業まつり 
　　　　　　　　　～20日（日） 
　　JAふくおか八女立花支店横 
　　　　  （旧立花選果場構内） 

ぼんぼりまつり ～3月21日 
　　　  （八女市福島地区一帯） 

星のふるさと冬まつり 
　　　　  16：00～（星野村） 

わくわく誕生祭 
　　　　　　　　　～12日（土） 
　　　　　  （道の駅たちばな） 
 

  

詩
人 
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呟き 

棘 棘 

複
数
の
保
険
商
品
を
組
み
合

わ
せ
て
、
保
障
の
充
実
と
保

険
料
の
節
約
を
！ 

保
険
の
見
直
し
や
加
入
時
に

は
、
「
ど
の
保
険
が
い
い
か
」

と
い
う
商
品
あ
り
き
で
考
え

が
ち
に
な
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
実
際
に
商
品
を
比
べ

る
前
に
重
要
な
の
は
、
「
自

分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

保
障
に
、
必
要
な
金
額
と
必

要
な
期
間
だ
け
加
入
す
る
」

と
い
う
保
険
の
基
本
を
押
さ

え
る
こ
と
で
す
。 

各
保
険
会
社
の
保
険
商
品
に

は
そ
れ
ぞ
れ
特
長
が
あ
り
ま

す
。 

医
療
保
険
に
力
を
入
れ
て
い

る
会
社
、
が
ん
保
険
に
力
を

入
れ
て
い
る
会
社
、
特
長
の

あ
る
終
身
保
険
を
取
り
扱
っ

て
い
る
会
社
・
・
・
な
ど
な

ど
、
多
く
の
保
険
会
社
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
商
品
を
出
し
て
い
ま
す
。 

１
社
の
保
険
会
社
で
全
て
の

保
障
を
無
理
に
用
意
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
が
必
要
と

す
る
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
険

会
社
の
商
品
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
障
内

容
も
充
実
し
、
か
つ
割
安
な

保
険
料
に
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
１
社
で
も
多
く
、

ま
た
１
つ
で
も
多
く
の
保
険

商
品
か
ら
、
い
か
に
自
分
に

合
っ
た
保
険
を
選
ん
で
組
み

合
わ
せ
て
い
く
の
か
が
、
保

障
を
充
実
さ
せ
、
な
お
且
つ

保
険
料
の
負
担
を
軽
く
さ
せ

る
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
！ 

㈱
ベ
ス
ト
コ
ン
サ
ル 

1
０
９
４
３
―
３
２
―
５
５
８
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数
年
前
の
こ
と
で
す
。
太

宰
府
市
内
の
小
学
校
母
親
学

級
二
十
数
名
が
広
川
町
の
久

留
米
絣
、
森
山
虎
雄
さ
ん
の

工
房
で
藍
染
作
業
を
見
学
し

た
と
き
の
出
来
事
で
す
。
私

は
説
明
役
で
そ
の
現
場
に
い

ま
し
た
。 

　
染
め
場
に
は
藍
汁
を
満
満

と
湛
え
た
陶
製
の
カ
メ
が
四

十
本
、
口
だ
け
を
地
上
に
出

し
て
埋
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ

メ
は
口
径
約
80
セ
ン
チ
、
深

さ
約
一
二
〇
セ
ン
チ
と
大
型
。

母
親
学
級
は
三
十
歳
前
後
の

方
ば
か
り
で
、
そ
の
な
か
に

全
盲
の
お
母
さ
ん
が
お
一
人

（
仮
の
名
、
Ａ
子
さ
ん
）

Ａ
子
さ

ん
の
付
き
添
い
役
は
同
じ
学

級
の
お
母
さ
ん
（
仮
の
名
、
Ｂ
子

さ
ん
）

で
Ｂ
子
さ
ん
は
Ａ
子

さ
ん
を
抱
く
よ
う
に
し
て
工

房
へ
入
っ
て
来
ら
れ
た
。
見

学
場
所
は
染
め
場
中
央
の
三

坪
ば
か
り
の
空
間
で
す
。
空

間
へ
行
く
に
は
藍
カ
メ
群
を

縫
っ
て
渡
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
Ａ
子
さ
ん
Ｂ
子
さ
ん
が

一
体
と
な
り
渡
り
は
じ
め
て

五
、
六
歩
進
ま
れ
た
と
き
Ａ

子
さ
ん
は
片
足
を
カ
メ
の
中

に
踏
み
込
ん
で
転
倒
さ
れ
ま

し
た
。
Ａ
子
さ
ん
の
腕
を
だ

き
抱
え
て
い
た
Ｂ
子
さ
ん
も

一
緒
に
カ
メ
の
中
へ
転
倒
。

私
が
お
二
人
を
抱
え
上
げ
ま

し
た
。
二
人
と
も
下
半
身
は

藍
汁
で
び
っ
し
ょ
り
。
衣
服

は
台
無
で
す
。
Ｂ
子
さ
ん
は

Ａ
子
さ
ん
を
抱
い
て
い
た
自

分
の
腕
を
放
せ
ば
、
自
分
の

転
倒
は
防
げ
た
の
に
、
彼
女

は
Ａ
子
さ
ん
を
抱
え
て
い
た

腕
を
最
後
ま
で
放
さ
ず
一
緒

に
カ
メ
の
中
へ
。 

　
私
は
Ｂ
子
さ
ん
の
献
身
ぶ

り
を
目
撃
し
て
感
動
し
ま
し

た
。

”人
の
痛
み
が
わ
か
る

心
”
の
大
切
さ
を
強
く
教
え

ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。 

（
松
田
久
彦
） 

　
若
い
頃
か
ら
、
絵
が
好
き
で
何
時

も
描
き
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
七
十
才
過
ぎ
て
の
手
習
で
す
。

過
ぎ
た
時
間
は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
と
残
り
の
人
生

を
絵
を
友
と
し
て
、
出
来
る
所
ま
で

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絵
を
始
め
て
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か

っ
た
、
自
然
の
美
し
さ
、
不
思
議

さ
、
毎
日
の
雲
の
動
き
に
も
感
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
絵
は
、
菊
池
渓
谷

で
す
。
何
時
訪
れ
て
も
自
然
の
美
し

さ
に
吸
い
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
情
景

を
絵
に
し
た
い
と
思
っ
て
描
き
ま
し

た
。
未
熟
で
す
が
、
自
然
と
絵
を
友

と
し
て
絵
の
教
室
の
仲
間
と
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
楽
し
く
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

黄
葉
の
　
渓
谷
に
一
日
を 

　
　
　
　
　
　
　
あ
そ
び
け
り 

　昨年12月、宝満山の東、米の山峠に駐車して東へ立石屋根を歩きました。

この屋根は自然林の大木が残り、大昔の太宰府古道（さいふどう）が細々と

峠を越えています。この林の下で蟻通しの赤い実を見つけました。5ミリ

～７ミリの大きさで約１cmの棘を持っています。時々蟻や昆虫が引っか

かり蟻通しの名前がついたものと思われます。関西の商家では千両、万両、

蟻通しの赤い実を並べて正月の縁起ものとして、千両、万両が蔵の中に有

りどうして減らないとシャレて家に飾ったと言われて 

います。 

　
男
の
顔
は
履
歴

書
、
女
の
顔
は
請

求
書
か
。
そ
ん
な

眼
で
政
治
家
の
顔

を
見
る
の
も
楽
し

い
。
残
念
な
が
ら
仏
様
の
よ

う
に
穏
か
な
顔
に
は
め
っ
た

に
お
目
に
か
か
ら
な
い
。
特

に
マ
ス
コ
ミ
に
い
つ
も
登
場

す
る
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
議
員

は
一
体
何
を
企
ん
で
い
る
の

か
と
疑
い
た
く
な
る
面
相
が

多
い
。
自
分
の
考
え
て
い
る

こ
と
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は

自
然
と
目
や
顔
の
表
情
に
出

る
か
ら
隠
せ
な
い
。
人
を
裏

切
っ
た
り
、
や
ま
し
い
こ
と

を
し
て
い
る
と
自
分
で
は
気

づ
か
ぬ
う
ち
に
悪
人
顔
に
な

る
の
か
。
原
作
は
書
け
な
い
。

脚
本
も
監
督
も
無
理
だ
が
、

ヒ
マ
に
ま
か
せ
て
国
会
議
員

総
出
演
で
、
お
茶
の
間
向
け

娯
楽
時
代
劇
水
戸
黄
門
の
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
考
え
て
み

た
。
お
家
を
乗
っ
取
ら
れ
そ

う
に
な
る
お
人
好
し
の
お
殿

様
な
ら
お
坊
ち
ゃ
ま
育
ち
の

○
○
議
員
が
す
ぐ
に
頭
に
浮

か
ぶ
。
私
腹
を
肥
や
す
悪
代

官
な
ら
正
に
正
に
を
連
発
の

□
□
議
員
、
こ
の
悪
代
官
と

結
託
し
て
庶
民
を
泣
か
せ
る

悪
徳
商
人
な
ら
、
上
目
使
い

に
ぎ
ょ
ろ
り
と
睨
み
を
き
か

せ
る
顔
が
狡
猾
そ
う
な
△
△

議
員
あ
た
り
は
正
に
正
に
適

役
か
。
こ
の
よ
う
に
悪
役
グ

ル
ー
プ
に
は
ぴ
っ
た
り
の
議

員
の
顔
が
次
々
と
浮
か
ん
で

く
る
の
だ
が
、
主
役
を
張
る

黄
門
様
、
助
さ
ん
、
格
さ
ん

そ
し
て
最
も
貴
い
市
井
で
健

気
に
暮
ら
す
善
良
な
人
々
を

演
ず
る
資
格
あ
る
議
員
さ
ん

の
顔
と
名
前
が
な
か
な
か
浮

か
ん
で
こ
な
い
の
が
む
な
し

い
。
読
者
の
皆
さ
ん
次
は
忠

臣
蔵
の
キ
ャ
ス
ト
で
も
考
え

ら
れ
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

知
っ
て
得
す
る
！
保
険
の
知
恵
袋 

〜
第
１
回
　
生
命
保
険
編
〜 

 川h病院医師　日 吉 澄 之  　花の山旅 ④ 

蟻通し 万　両 千　両 

gallery
街かど 

　
10
年
前
、
老
後
を
楽
し
む
た
め
に
生
涯
学
習

講
座
の
水
墨
画
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
以
前
か

ら
静
と
動
の
趣
味
を
や
り
た
い
と
思
い
、
動
は

山
登
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
静
の
水
墨

画
を
月
１
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、

写
真
を
見
て
矢
部
村
の
蹴
洞
岩
を
描
き
ま
し
た
。

と
て
も
苦
労
し
た
の
は
調
墨
（
こ
い
、
う
す
い
）

の
色
調
を
出
す
の
に
何
枚
も
何

枚
も
描
き
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、

霧
を
本
物
の
よ
う
に
見
せ
る
た

め
に
２
日
間
費
や
し
ま
し
た
。

描
い
た
後
は
、
と
て
も
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
な
り
墨
水
会

の
後
押
し
も
あ
り
、
八
女
市
総

合
美
術
展
に
出
展
し
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
黒
木
文
化
祭
の
反
省

会
で
、
み
ん
な
と
平
山
温
泉
に

旅
行
を
し
ま
し
た
。
毎
年
、
忘

年
会
、
新
年
会
を
楽
し
む
な
ど

仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
水
墨
画
を
楽
し
み
な
が
ら
、

老
後
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 

北原アヤ子 
（筑後市） 

宮川海規子 
（黒木町） 

〈
蹴
洞
岩
20
号
〉 

〈菊池渓谷〉 

藍
カ
メ
に
転
倒 

（はるお） 

取扱い保険会社  10社 

ひ
と
ひ 
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ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

" What time～? "
何時に～しますか。 

その
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　前回は、体調が悪くなり、クリニックで受診しました。" I 
have a stomachache. "と言って症状を伝えました。 
　今回は、現地発のツアーに参加したいと思い立ちました。自

分できちんと予約できるでしょうか。 

A) I'd like to take a day trip to Dole Plantation.
　（ドールプランテーションに行くツアーに申し込みたいので 

　　すが） 

B) OK! When would you like to go? 
　（わかりました。いつがいいですか？） 

A) Is tomorrow available?
　（明日は空いていますか？） 

B) Let me check… Yes, tomorrow is available. How 
many people in your party?
　（調べてみますね。はい、空いています。何人で参加されま

　　すか？）　 

A) Only me. What time do we leave?
　（私だけです。何時に出発しますか？） 

B) It starts at 10 o' clock. Please come this tour 
　 desk 10 minutes before. 
　（10時です。10分前にこのツアーデスクに来てください） 

A) All right. By the way, what time are we coming 
　 back?
（わかりました。ところで、何時に戻って来るのですか？） 

B) Around three o'clock. 
　（３時頃です） 

A) Sounds good!
　（いいですね。わかりました！） 

（その13）のフレーズ復習 

I have a stomachache. （お腹が痛いです） 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー 

 

　
傘
寿
の
祝 

     

 

　
私
は
、
座
敷
の
真
ん
中
に

応
接
台
を
据
え
る
。
色
々
な

食
器
類
は
、
片
隅
の
台
の
上

に
重
ね
た
。
我
が
家
は
本
家

だ
か
ら
、
こ
の
位
の
準
備
な

ら
な
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　「
今
日
は
十
一
月
十
一
日
、

先
生
の
誕
生
日
。
そ
れ
と
八

十
歳
の
お
祝
で
す
。
こ
れ
か

ら
先
は
、
全
部
僕
た
ち
が
準

備
し
ま
す
。
座
敷
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
」
Ｋ
君
の
背
広
の

胸
元
か
ら
、
バ
ラ
の
花
束
と

香
り
が
、
私
の
胸
の
中
一
杯

に
移
っ
て
き
た
。
今
日
の
御

馳
走
は
、
材
料
す
べ
て
は
教

え
子
の
自
宅
で
と
れ
た
物
。

す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
料
理
し
て
か
ら
の

持
参
だ
。
お
に
ぎ
り
、
が
め

煮
、
酢
の
物
、
佃
煮
。
お
に

ぎ
り
の
多
さ
に
、
皆
拍
手
。

拍
手
。 

　
ケ
ー
キ
ま
で
手
作
り
だ
。

皆
が
歌
う
、
蝋
燭
に
火
を
つ

け
る
。 

「
八
十
歳
。
お
目
出
度
う
」

「
有
難
う
。
手
作
り
の
誕
生

祝
。
皆
の
気
持
ち
が
嬉
し
い
」 

　
も
う
、
昔
の
話
で
あ
る
。

山
の
中
、
笠
原
東
小
学
校
の

一
年
生
。
こ
の
子
た
ち
を
受

け
持
っ
た
の
が
、
三
十
歳
の

私
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
結
び

つ
き
が
、
今
も
。 

 

八
女
農
業
高
等
学
校 

２
月
の
校
内
販
売
所
（
八
女

農
み
ら
い
館
）の
開
館
日 

２
日（
火
）、４
日（
金
）、15
日

（
火
）、18
日（
金
）、22
日（
火
）、 

25
日（
金
） 

販
売
時
間
は
、
10
時
30
分
〜

12
時
30
分
で
す
。 

多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                 

　
冬
の
風
雪
を
耐
え
れ
ば
、
い

つ
の
間
に
か
梅
の
蕾
が
、
ほ
こ

ろ
び
始
め
る
。 

「
梅
一
輪
一
輪
ほ
ど
の
暖
か
さ
」

（
服
部
嵐
雪
）
さ
あ
、
立
花
の

梅
祭
り
が
待
ち
遠
し
い
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

　
春
が
近
づ
い
て
き

て
い
る
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
毎
日

が
続
い
て
い
ま
す
。

寒
い
季
節
は
血
行
が

悪
く
な
り
、
皮
脂
の

分
泌
も
低
下
、
汗
腺

の
働
き
も
鈍
く
な
る

の
で
、
ど
う
し
て
も
肌
は
カ

サ
つ
き
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
暖
房
や
乾
燥
し

た
お
天
気
と
、
肌
に
と
っ
て

は
本
当
に
過
酷
な
環
境
で
す
。

ま
ず
は
意
識
し
て
血
行
を
よ

く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
香
り

を
お
風
呂
に
入
れ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
ア
ロ
マ
バ
ス
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
（
精
油
は
必
ず

バ
ス
ソ
ル
ト
や
オ
イ
ル
な
ど

で
希
釈
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
）。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
柚
子
、

ジ
ン
ジ
ャ
ー
や
マ
ジ
ョ
ラ
ム

な
ど
は
特
に
お
勧
め
で
す
。

体
の
深
部
ま
で
し
っ
か
り
と

温
ま
り
、
血
行
を
よ
く
す
る

た
め
に
、
少
し
ぬ
る
め
の
お

湯
に
10
分
〜
15
分
程
、
し
っ

か
り
と
つ
か
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
そ
し
て
入
浴
後
の
ス
キ
ン

ケ
ア
も
ア
ロ
マ
グ
ッ
ズ
が
大

活
躍
で
す
。
精
油
や
フ
ロ
ー

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
入
り
の
ロ

ー
シ
ョ
ン
、
ミ
ツ
ロ
ウ
や
オ

イ
ル
、
シ
ア
バ
タ
ー
な
ど
を

使
っ
た
保
湿
効
果
の
高
い
ク

リ
ー
ム
な
ど
を
手
作
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。 

　
天
然
成
分
だ
け
を
使
っ
た

手
作
り
の
ス
キ
ン
ケ
ア
グ
ッ

ズ
は
お
肌
に
も
優
し
く
、
ほ

ん
の
り
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
香

り
が
し
て
、
大
好
評
で
す
。 

と
て
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
皆
様
も
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ

な
さ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？ 

Ｌ
Ｉ
Ｃ
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

認
定
講
師
　
牧
坂
久
美
子  

1
０
９
０
―
２
７
１
４
―
９
１
７
２ 

e-m
ail: nk_m

akisaka@sunny.ocn.ne.jp

松延　洋子 
（八女市） 

 

お
見
事
！
寒
蘭
展
で
総
合
Ｖ 

　
八
女
地
区
の
寒
蘭
愛
好
家
が
集
う
展
示

会
で
浜
崎
広
文
さ
ん
（
八
女
市
津
ノ
江
）

が
総
合
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
花

は
す
で
に
切
ら
れ
て
い
た
た
め
、
写
真
は

同
種
の
も
の
で
す
。
こ
の
道
約
30
年
、
一

時
は
６
０
０
鉢
以
上
育
て
て
い
た
が
現
在

は
３
０
０
鉢
位
に
し
て
い
ま
す
。
東
洋
蘭

の
一
種
で
立
花
や
黒
木
、
上
陽
の
山
中
で

ひ
っ
そ
り
と
育
ち
ま
す
。
直
射
日
光
を
避

け
、
風
通
し
の
良
い
所
で
育
て
ま
す
。
デ

リ
ケ
ー
ト
な
植
物
で
忍
耐
と
根
気
を
要
す

る
趣
味
で
す
。 

「
花
は
そ
こ
に
在
る
だ
け
で
十
分
に
美
し
い
」 

高
山
隆
子 

          
　
初
心
者
か
ら
落
語
通
ま
で
楽
し
め
る
そ

の
話
芸
は

”バ
リ
ア
フ
リ
ー
落
語
”
と
も

称
さ
れ
古
典
は
も
ち
ろ
ん
、
常
に
時
代
を

切
り
取
っ
た
創
作
落
語
も
人
気
が
高
い
桂

文
珍
。
抱
腹
絶
倒
必
至
の
文
珍
落
語
の
世

界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

　
　
日
時
／
23
年
４
月
３
日
（
日
）
13
時 

　
　
会
場
／
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

　
　
　
　
　
（
ア
ク
ロ
ス
福
岡
） 

　
　
料
金
／
Ｓ
席
４
、
０
０
０
円 

　
　
　
　
　
Ａ
席
３
、
０
０
０
円 

　
　
主
催
／
西
日
本
新
聞
社 

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｖ
Ｑ
九
州
放
送 

　
　
お
問
い
合
せ
　
キ
ョ
ー
ド
ー
西
日
本 

 
 
1
０
９
２
―
７
１
４
―
０
１
５
９ 

47
都
道
府
県
全
国
独
演
会 

ツ
ア
ー
vol.
３
福
岡
公
演 

桂
文
珍 

当日集合したのは６人ですが、前日に来た子ども、便りを届け 
てくれた子、電話をくれた子、色々でした。担任した時が21名、 
それから50年の歳月が経っていました。 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

　
会
社
か
ら
も
飲
酒
運
転
す
れ
ば
、
解
雇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
彼
女
を
自

宅
に
送
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
酒
を
飲
ん
で
い
た
の
に
車
を
運
転
し
取
消
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
は
首
、
彼
女
と
も
別
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
い
く
ら
運
賃
が
高
く
て
も
人
生
を
棒
に
振
る
よ
り
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た

ほ
う
が
絶
対
に
得
で
す
。 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 
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oupon
クーポン 

このクーポン持参で 

生ビール1杯 
サービス 

当店でご飲食のお客様 
お一人一枚のみ使用できます 
ご注文時にお渡し下さい 
2011年2月末日迄有効です 

毎週月曜日は店休日 

八女税務署前 
10943-22-6633 
携帯090-9489-4368

黒　潮 

居酒屋・いけす料理 
イカと魚が泳ぐ店 

　黒木町の棚田に取り入れの後、藁固積みが作られていた。農家のお

じさんが「藁固積み作るとは今年が最後、藁の下にミミズがいっぱい

でくるけん、イノシシがあさりにくるたい、そりじゃけん藁はおじゃ

んたい」と、嘆いておられた事を思い出し、今年で最後の藁固積みの

雪景色を撮りに行った。　　　　　　　　　　　  八媛会　北島東司郎 

        

お
茶
と
薬 

　
お
茶
で
薬
を
飲
む
の
は
良

く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
茶
に
は
カ
フ
ェ
イ
ン
が
２

〜
３
％
、
カ
テ
キ
ン
も
10
〜

20
％
程
度
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤

を
お
茶
で
服
用
す
る
と
カ
フ

ェ
イ
ン
の
覚
醒
作
用
に
よ
っ

て
効
果
を
薄
れ
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
反
対
に
興
奮

剤
や
精
神
賦
活
剤
で
は
茶
の

カ
フ
ェ
イ
ン
に
よ
っ
て
作
用

が
必
要
以
上
に
強
め
ら
れ
ま

す
。 

　
昔
か
ら
貧
血
の
人
が
鉄
剤

の
増
血
剤
を
服
用
す
る
と
き
、

お
茶
で
飲
む
の
は
駄
目
だ
と

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶
の

カ
テ
キ
ン
は
す
ぐ
鉄
分
と
結

合
し
て
不
溶
性
の
化
合
物
を

つ
く
る
の
で
、
腸
か
ら
吸
収

さ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は

成
人
男
子
一
日
の
必
要
鉄
量

は
１
㎎
と
さ
れ
て
い
る
が
鉄

剤
の
中
に
は
約
１
０
０
㎎
の

鉄
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
実

際
上
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
お
茶
と
薬
の
関
係
は
ま
だ

十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
か
ら
、
薬
は
な
る
べ

く
水
と
か
白
湯
で
飲
む
の
が

望
ま
し
い
よ
う
で
す
。 

 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

　開けた場所ではトビ、カラス、秋になるとジョウビタキなど見られま

すが、林内では、鳴き声はするけどなかなか姿を見ることが出来ません。

秋から冬、木の葉が落ち明るくなった山で観察すると、鳥たちを見つけ

ることができます。水辺の鳥は周りをさえぎるものが少なく比較的容易

に観察できます。鳴き声は一般的な表現を示していますが繁殖期など季

節により異なり、また聞こえ方も人によって異なります。 

  

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会 

夕
膳
に
熱
燗
一
本
添
え
て
あ

り
　
　
　
　
　
　
川
口
　
渉 

極
楽
は
身
近
か
に
あ
り
て
干

布
団
　
　
　
　
　
松
延
朝
美 

裸
木
に
囲
ま
れ
暮
れ
る
旧
校

舎
　
　
　
　
　
　
山
下
次
男 

鬼
ご
っ
こ
め
き
転
が
れ
る
落

ち
葉
か
な
　
　
　
野
中
勝
美 

マ
ス
ク
の
瞳
見
覚
え
の
あ
り

振
り
返
る
　
　
原
口
あ
つ
美 

軒
先
に
芋
の
皮
剥
く
老
母
か

な
　
　
　
　
　
　
水
本
辰
次 

よ
き
日
和
大
根
の
葉
の
青
々

と
　
　
　
　
　
　
山
崎
陽
子 

黙
祷
に
忘
年
会
の
始
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
水
本
艶
子 

■
八
女
紫
苑
句
会 

飛
来
せ
し
鴨
は
夕
日
の
漣
に

　
　
　
　
　
　
　
牛
島
景
子 

マ
リ
ア
像
拝
す
聖
堂
底
冷
え

す
　
　
　
　
　
松
延
み
さ
と 

か
ら
む
藤
黄
葉
と
な
り
て
吹

か
れ
け
り
　
　
田
中
サ
ト
リ 

児
の
丈
に
か
な
ふ
太
鼓
や
里

神
楽
　
　
　
　
　
堤
多
鶴
子 

賀
状
書
く
窓
辺
に
闇
の
迫
り

来
る
　
　
　
　
三
輪
ウ
ラ
子 

庭
広
し
笑
ま
う
羅
漢
の
冬
ぬ

く
し
　
　
　
　
井
上
ト
シ
子 

年
の
暮
古
き
は
が
き
の
捨
て

が
た
し
　
　
　
　
松
崎
伸
子 

柚
子
百
個
浮
べ
て
湯
浴
み
し

て
み
た
し
　
　
中
川
原
篤
子 

■
睦
句
会 

善
し
悪
し
き
師
走
の
風
に
手

渡
せ
り
　
　
　
　
松
尾
貞
義 

冬
う
ら
ら
奴
の
仕
草
見
て
あ

か
ず
　
　
　
　
　
大
坪
栄
子 

祝
福
寿
色
紙
に
丹
頂
鶴
を
画

く
　
　
　
　
　
　
城
戸
和
子 

霊
峰
の
宙
に
浮
か
ぶ
や
冬
霞

　
　
　
　
　
　
牛
島
佐
智
子 

山
峡
や
枯
葉
う
た
は
ピ
ア
ニ

ッ
シ
モ
　
　
　
野
田
ヒ
サ
エ 

小
石
お
く
漁
道
を
下
る
か
い

つ
ぶ
り
　
　
　
　
井
手
光
代 

く
る
ぶ
し
の
隠
る
ゝ
ほ
ど
の

落
葉
か
な
　
　
穴
見
ミ
キ
エ 

青
天
に
綿
毛
ま
と
ゐ
て
冬
芽

立
つ
　
　
　
　
　
山
口
弘
子 

■
黒
木
町
く
す
の
実
句
会 

窓
に
子
の
手
形
の
残
る
三
日

か
な
　
　
　
　
　
寺
田
睦
子 

吹
雪
く
夜
は
孤
の
木
鶏
に
な

り
ゐ
た
し
　
　
　
吉
泉
守
峰 

行
く
年
の
最
後
の
暦
め
く
り

け
り
　
　
　
　
野
崎
万
智
子 

倖
せ
や
湯
舟
に
届
く
除
夜
の

鐘
　
　
　
　
　
　
鍋
島
翔
山 

寒
紅
を
ひ
い
て
二
十
才
の
娘

と
な
り
ぬ
　
　
　
青
木
早
弓 

初
競
り
の
高
値
鮪
に
笑
顔
満

ち
　
　
　
　
　
　
東
野
蓉
子 

一
筋
に
煙
立
ち
ゐ
て
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
三
宅
仁
旭 

せ
が
ま
れ
て
二
日
続
き
の
晦

日
蕎
麦
　
　
　
内
藤
キ
ヨ
子 

稜
線
に
年
新
た
な
る
日
の
出

か
な
　
　
　
　
　
平
島
照
男 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

藁
固
積
み 

フォトエッセイ フォトエッセイ 

■いきいきサロン 
　黒木町南本分の「いきいきサロン」

は二ヶ月に一回開催される。老人会、

七夕会には一人暮しのお年寄りを招

いて食事会を開いている。協力員さ

んと一緒に料理をし「みんなに喜ん

で食べて貰うのが楽しみです」と吉

原会長さん。お寺や教会などからも

頼まれれば料理を引き受ける。手作

りの料理が吉原流でおいしいと好評。

人を愛する心が味にもしみ出るのだ

ろう。一方「うちの子もよその子も区別せず、悪の道にそれないように」

と自分の子や孫の友だちまで見守ってこられた。遊びに来た孫の友だち

が「おばちゃんのおにぎりはおいしか」と食べてくれたことや「大晦日

に除夜の鐘を聴きながらそばを食べて、年越しをする子もいました」と

懐しそうに話された。そんな子どもたちが高校生になった時「おばちゃ

んありがとう」の心をこめて寄せ書きとエプロンを贈ってくれました。「も

ったいなくて大事にとっています。最後はお棺に入れてくれるよう家族

に言っています」「おにぎり一個から輪が広がりこんなに幸せになりま

した」と聞いてこちらも幸せのおすそわけを頂いた。　　（月足美智子） 

寄せ書きを胸に今が一番幸せと笑顔もや 
さしいサロン会長吉原洋美さん 

ベターホームの楽しいcooking ① とりの照り煮 

①とリ肉は片栗粉をまぶす。 

②フライパンに油を温め、中火で①のとり肉の両面を焼 

　く。火を止めて、ペーパータオルで脂をふきとる。 

③Ａを加え、蓋をして弱火で約５分煮る。時々肉を返す。 

④蓋を取り、強火にして汁気がなくなるまで、煮る。 

※保存容器に入れ、冷蔵庫で３～４日保存できます。 

作ってみたい料理のレシピを大募集！下記住所へお寄せ下さい。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

材　　　料（4人分） 作　り　方 

￥1,260（税込） 

とりもも肉…………… 

（から揚げ用） 

片栗粉……………… 

サラダ油………… 

A

砂糖…………… 

酢……………… 

しょうゆ…… 

みりん………… 

ベターホームの本のお申込みは、電話、FAX、インターネットで受付中。 
1092-714-2411FAX092-711-7830 
ＵＲＬhttp://www.betterhome.jp　 
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大さじ１ 

　八女の動植物たち ① 

メジロ （メジロ科）ツウィー、ツウィー。 

ヒ
ヨ
ド
リ 

（
ヒ
ヨ
ド
リ
科
） 

ピ
ー
ヨ
、ピ
ー
ヨ
と
騒
々
し
い
。 

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸 

■資料 

　「童男山古墳周辺の 

　動植物たち」より転載 

■発行　八女市 

■写真・執筆 

　宝理信也 


